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本研究の対象者数，視力検査方法，調査期間，調査方法，調査項目は表 1 の通りである。 
表１．調査概要 
  １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 
対象者数（名） 68 66 69 62 72 77 
視力測定方法 
2015 年 4・10 月上旬に,国際基準に準拠したランドルト環の視標を用いて,
担任と養護教諭が測定する。視力 B 以下は，養護教諭が再度測定する。 





1)起床時刻 2)起床の自立 3）目覚めの様子 4)朝食 5)排便 6)外遊び 7)外遊
びや運動が好きか 8)親の近視 9)勉強量 10)勉強量 11)読書量 12)テレビ 13)
ゲーム 14)就寝時刻 15)熟眠感 16)通塾 17)習い事 18)通信教育 19)スポーツ
クラブ 20)学校・家庭生活 21) やってみたい仕事 22)自己肯定感 
     （視力検査受検率 100%，質問紙調査の回収率 100%） 
−　71　−




1)平成 27 年度 裸眼視力検査の結果 
 
図 1．平成 27 年 4 月・10 月の視力検査の結果 
4 月の視力検査で A であった児童は，1 年生が 91%，2 年生が 85%，3 年生が 81%，4 年生が 63%，
5 年生が 47%，6 年生が 42%であった。また，10 月の視力検査で A であった児童は，1 年生が 84%，
2 年生が 64%，3 年生が 71%，4 年生が 40%，5 年生が 39%，6 年生が 27%であった。4 月と 10 月
の結果を比較すると，1 年生は，視力 A の児童が 7%減り，2 年生は，21%，3 年生は 10%,4 年生
が 23%，5 年生が 8%，6 年生が 15%減少していた。学年が進むにつれて視力が低下する児童が増
え，これは 2 年生ごろより顕著にみられていた（図１）。また本稿では詳述できないが，10 月
から翌年 4 月の間の変化よりも，4 月から 10 月の変化のほうが大きい（視力が低下する）様子
が見られる。これは今後の検討課題としたい。 
 
図２．男女別裸眼視力検査の結果（4 月・10 月） 
４月の視力検査で A の男子は，73%で女子が 61%であった(p<0.10)。10 月は，男子が 61%で女





















































































































































































































































  全児童の内，排便が「ほぼ毎日でる・２日に１回でる」と答えた児童の割合は 83%である。
その児童の 65%は視力 A であり，視力との関係性はみられない（図７）。 
 
図８．昼休みの戸外活動の頻度×４月視力 







































































































































  全児童の 92%が「外遊びや運動が好き・どちらかといえば好き」と答えている。また，「き
らい」はサンプル数がすくないため比較できないが，視力 A の児童は「好き」が 71%でもっ
とも多く，外遊び・運動好きの児童ほど，視力がよい傾向にある（p<0.10）（図 11）。 
 
図 12．外遊びや運動の興味×10 月視力 
全児童の 92%が「外遊びや運動が好き・どちらかといえば好き」と答えている。また，「きら





全児童の内，父親の視力がよいと思われるのは 35%である。視力 A の児童は，視力がよい父
親の方で 73%と多く，父親の視力がよいと子どもの視力はよい傾向にある（p<0.01）。（図 13） 
 
図 14．父親が眼鏡やコンタクトレンズ使用×10 月視力 





































































































全児童の内，母親の視力がよいと思われるのは 42%である。視力 A の児童は，視力がよい母
親の方で 75%と多く，母親の視力がよいと子どもの視力はよい傾向にある（p<0.05）。（図 15） 
 
図 16．母親が眼鏡やコンタクトレンズ使用×10 月視力 








図 18．普段の勉強時間×10 月視力 




































































































































図 20．普段の読書量×10 月視力 




全児童の内，普段テレビを視聴しているのは 93%である。視力 A の児童は，「2～3 時間未満」



















































































































































図 25． 通塾×４月視力 
全児童の 56%が塾に通っている。また，視力 A の児童は，塾に通っていない児童が 44%で塾に
























































































































全児童の 59 %の児童が習い事に通っている。また，視力 A の児童は，習い事をしている・し
ていない児童は共に 67%であり，習い事と視力との関係性はみられない（図 26）。 
 
図 27．通信教育×４月視力 
全児童の 33%が通信教育をしている。視力 A の児童は通信教育をしている児童より，通信教
育をしていない児童が 3％高いが，通信教育と視力との関係性はみられない（図 27）。 
 
図 28．学校以外のスポーツクラブ加入状況×４月視力 
全児童の 60%が学校以外のスポーツクラブに入っている。視力 A の児童は，クラブに入って





























































































































全児童の 86%が「やってみたい仕事がある」と答えている。視力 A の児童は，「やってみたい

















 モデル１ モデル２ モデル３ 
B SE  B SE  B SE  
(定数) 1.379 0.199  1.576 0.212 1.48 0.213 
年齢 -0.043 0.021 * -0.072 0.021 ** -0.052 0.022 * 
女ダミー -0.094 0.037 * -0.093 0.038 * -0.091 0.037 * 
母眼鏡等ダミー -0.093 0.038 * -0.096 0.038 * -0.094 0.038 * 
父眼鏡等ダミー -0.099 0.039 * -0.095 0.039 * -0.101 0.039 ** 
普段の勉強量 -0.01 0.017 n.s -0.03 0.015 * 0.002 0.019 n.s 
外遊びや運動の興味 0.037 0.027 n.s 0.055 0.029 † 0.014 0.032 n.s 
４年以上ダミー×普段の勉強量 -0.049 0.018 ** -0.075 0.027 ** 
４年以上ダミー×外遊びや運動の興味 -0.02 0.02 n.s 0.038 0.029 n.s 



















































R2=0.23 B SE 
(定数) 1.799 0.171 
年齢 -0.092 0.012 *** 
女ダミー -0.095 0.039 * 
母眼鏡等ダミー -0.101 0.038 ** 
父眼鏡等ダミー -0.093 0.039 * 
普段の勉強量 -0.027 0.016 † 
普段の読書量  -0.014 0.014 n.s 
昼休みの戸外活動の頻度  -0.018 0.026 n.s 
















(4)平成 25 年～27 年度の結果より小学生の視力低下の規定要因のまとめ 
平成 25 年度のデータ分析２）では,児童の視力低下に関連の強い順に「年齢」「母親近視」「父
親近視」「テレビ視聴時間（長いほど視力がよい）」「起床時刻（早起きほど視力がよい」であ



































































1964年 1974年 1984年 1994年 2004年 2014年
男子 ８歳
男子 １１歳
女子 ８歳
女子 １１歳
(%) 
−　82　−
米嶋美智子　他：小学生の視力低下と規定要因に関する分析Ⅲ
